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六
条
藤
家
か
ら
九
条
家
へ

－
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人
麿
影
と
大
嘗
会
和
歌
｜
｜
｜
！
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孝
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は
じ
め
に

御
子
左
三
家
や
飛
鳥
井
家
等
と
並
ん
で
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
歌
道
家
で
あ
る
、
六
条
藤
家
流
の
九
条
家
は
（
1
）、

反
御
子
左
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
知
家
、
続
古
今
撰
者
の
一
人
行
家
、
永
仁
勅
撰
に
加
わ
っ
た
隆
博
、
風
雅
集
撰
者
を
望
ん
だ
隆
教
等
、

有
数
の
歌
人
を
続
々
と
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
九
条
家
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
中
世
前
期
の
和
歌
史
研
究
に
少
な
か
ら
ず
意

義
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
以
下
、
同
家
に
関
す
る
諸
問
題
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

歌
人
の
各
論
に
入
る
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
歌
道
家
九
条
家
に
一
貫
す
る
と
考
え
ら
れ
る
特
殊
性
を
捕
捉
す
ベ
く
、
九
条
家
の
祖
流

で
あ
る
、
白
河
院
近
臣
六
条
顕
季
に
始
ま
る
六
条
藤
家
歌
人
の
系
譜
を
も
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
和
歌
詠
進
と
い
っ
た

文
学
的
な
活
動
に
お
い
で
す
ら
、
自
己
の
血
統
と
そ
の
伝
統
と
の
自
覚
を
強
要
さ
れ
た
貴
族
社
会
に
お
け
る
、
系
譜
と
い
う
も
の
の
持
つ
音
山



味
の
重
要
性
を
認
め
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

九
条
家
の
伝
統
と
権
威
の
源
泉
と
な
っ
た
、
顕
季
以
下
の
各
世
代
の
代
表
歌
人
の
系
譜
を
探
る
に
際
し
で
は
、
顕
季
流
に
お
け
る
、
人
麿

影
相
伝
の
系
譜
と
大
嘗
会
和
歌
詠
進
歌
人
の
系
譜
と
の
こ
つ
を
、
特
に
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。
そ
れ
ら
は
取
り
も
直
さ
ず
九

条
家
の
歌
道
家
と
し
て
の
特
質
と
し
て
指
摘
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
関
連
す
る
諸
問
題
も
含
め
、
こ
の
二
つ
の
系
譜
の
検
討
を
中
心
に

考
察
を
試
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
九
条
と
い
う
家
名

最
初
に
九
条
と
い
う
家
名
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
顕
季
・
顕
輔
以
来
の
血
統
の
歌
人
群
を
、
六
条
藤
家
と
呼
ぶ
従
来
の
慣
習
に
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拠
る
な
ら
ば
、
知
家
流
も
ま
た
六
条
藤
家
の
構
成
員
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
六
条
の
号
を
も
っ
て
称
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
顕
輔
｜
重
家
｜

経
家
！
家
衡
と
続
く
、
顕
輔
の
六
条
大
官
邸
を
伝
領
し
た
一
流
の
み
な
の
で
あ
る
（
2
3
井
上
宗
雄
氏
は
こ
れ
を
狭
義
の
六
条
家
と
さ
れ
、
家

衡
ま
で
の
各
々
の
呼
称
の
実
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
3
3
井
上
氏
の
駿
尾
に
付
し
て
、
知
家
流
と
同
時
代
に
当
る
、
家
衡
に
続
く
、
家
清
｜

盛
家
｜
氏
家
に
つ
い
て
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
家
清
は
『
玉
菜
』
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
六
月
十
四
日
条
に
、
盛
家
は
『
公
衡
公
記
』
弘

安
十
一
年
（
一
二
八
八
）
正
月
八
日
条
に
、
氏
家
は
吋
勘
仲
記
』
永
仁
元
年
ご
二
九
三
）
十
月
十
八
日
条
に
、
各
々
「
六
条
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と

が
見
え
て
い
る
。

一
方
『
尊
卑
分
脈
』
や
『
系
図
纂
要
』
等
の
系
図
類
で
、
「
寄
仙
一
流
L

（
八
刀
脈
）
九
条
家
の
家
祖
と
さ
れ
る
の
は
、
六
条
重
家
息
・
経
家

の
弟
顕
家
で
あ
り
、
近
世
の
資
料
で
あ
る
ご
一
十
一
代
集
才
子
伝
』
に
も
、

「
号
九
条
三
位
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
顕
家
が
九
条
と

号
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
資
料
は
、
管
見
に
入
ら
な
い
。
初
め
て
「
九
条
L

の
号
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
顕
家
息
知
家
か
ら
で
あ
る
。
当
時



の
公
家
日
記
で
は
知
家
は
、
「
大
宮
三
位
」
（
明
月
記

嘉
禄
元
年
ご
二
二
五
〕
十
二
月
二
十
五
日
条
、
平
戸
記

寛
元
二
年
ご
二
四
四
〕
十

一
月
十
二
日
条
等
）
、

あ
る
い
は
「
五
辻
三
位
」
（
玉
菜

承
久
二
年
〔
一
二
二

O
〕
四
月
四
日
、

明
月
記

嘉
禄
二
年
四
月
九
日
条
等
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
（
4

）
が
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
十
一
月
九
日
、
真
観
が
「
九
条
入
道
三
位
知
家
し
の
所
持
本
の
書
写
を
行
な
っ
た
と
す
る
、
書

陵
部
蔵
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
『
顕
輔
集
』
（
一
五

0
・
七
四

O
）
の
奥
書
に
初
め
て
九
条
の
号
が
見
え
て
い
る
。

さ
ら
に
福
田
秀
一
氏
が
指
摘

さ
れ
た
（
5
）
反
御
子
左
派
の
関
与
し
た
と
目
さ
れ
る
歌
書
群
の
奥
書
に
は
、
こ
の
他
に
も
『
能
因
法
師
集
』
（
書
陵
部
蔵

五
O
一
・
二

O
玉）

や
『
業
平
集
』
『
小
町
集
』
（
共
に
書
陵
部
蔵
三
十
六
人
集

五一

0
・
ご
乙
等
に
「
九
条
三
位
」
の
呼
称
が
見
え
、
寛
元
か
ら
建
長
に
か
け

て
の
、
知
家
の
九
条
の
号
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
歌
書
群
中
に
は
、

ほ
ぼ
同
年
代
に
知
家
が
、
「
大
宮
三
位
」
と
も
呼
ば

れ
も
し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
（
兼
澄
集

書
陵
部
蔵

五
O
一
・
六
三
、
友
則
集

同

五一

0
・
一
二
、
橘
為
仲
朝
臣
集

群
書
類
従
本
、
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等
）
も
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
は
い
づ
れ
も
、
知
家
の
宿
所
の
有
り
処
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
（
6
）、

九
条
の
宿
所
に
つ
い
て
は
、

『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
三
月
十
七
日
条
や
天
福
元
年
（
二
一
一
三
ニ
）
二
月
三
日
条
に
見
え
、
知
家
流
の
「
九
条
」
の
号
は
こ
の
宿

所
に
由
来
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

知
家
の
代
に
は
大
宮
と
並
称
さ
れ
て
い
た
九
条
の
号
は
、
息
行
家
以
降
同
家
の
家
名
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
7
3
六
条
を
号
す

る
顕
輔
嫡
流
が
存
在
す
る
一
方
で
、
知
家
以
下
の
九
条
を
号
と
す
る
一
流
が
存
続
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
同
族
の
両
流
に
お
い
て
異

な
る
の
は
家
名
ば
か
り
で
は
な
い
。
句
、
群
書
解
題
』
に
拠
れ
ば
室
町
初
期
迄
に
は
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
立
車
記
』
に
、
六
条
家
の
経
家
（
季

経
も
）
の
車
文
が
沢
潟
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
知
家
四
代
の
孫
隆
朝
や
知
家
弟
顕
氏
に
始
ま
る
紙
屋
、
河
家
で
は
水
芭
の
車
文
を
用
い
た
と
見

え
て
い
る
。
新
た
な
号
と
車
文
を
持
っ
た
知
家
流
が
、
次
第
に
独
自
な
一
流
と
し
て
の
意
識
を
抱
い
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
（
8
）
。
顕
輔
息
重
家
以
来
通
字
（
9

）
と
し
て
い
た
「
家
」
の
宇
を
、

初
名
博
家
（
公
卿
補
任
）
で
あ
っ
た
行
家
息
隆
博
が
捨
て

以
来



「
隆
」
の
宇
を
通
字
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
意
識
の
確
立
し
た
時
期
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
九
条
家
と
し
て
の
家
の
意
識
と
、
同
家
が
顕
季
・
顕
輔
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
、
並
立
す
る
に
矛
盾
の
な
い
事

柄
で
あ
ろ
う
。二

、
人
麿
影
の
相
伝
と
和
歌
文
書

六
条
顕
季
の
人
麿
影
供
に
掲
げ
ら
れ
た
、
人
麿
影
が
、
顕
季
流
に
お
い
て
歌
学
継
承
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
過
程
は
、
十
三
世
紀

中
葉
に
続
い
て
成
立
し
た
説
話
集
、
勺
十
訓
抄
』
と
『
古
今
著
聞
集
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
古
今
著
聞
集
』
巻
六
に
は
、
「
顕
季
卿
一
男

中
納
言
長
実
卿
、
二
男
参
議
家
保
卿
、
こ
の
道
に
た
へ
ず
と
て
、
三
男
左
京
大
夫
顕
輔
卿
に
ゆ
づ
り
け
リ
（
刊
）
L

と
か
、
「
父
顕
輔
卿
、
子
孫

の
中
に
こ
の
道
に
た
へ
た
り
と
て
、
清
輔
朝
臣
に
伝
た
り
け
る
人
丸
影
」
等
と
、
初
代
の
顕
季
以
来
、
歌
道
の
実
力
を
以
て
、
人
麿
影
の
相

-4-

伝
者
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
確
か
に
官
位
に
お
い
て
、
顕
輔
・
清
輔
は
と
も
に
兄
弟
中
で
も
不
遇
な
存
在
で
あ
り
、
院
近
臣

と
し
て
の
政
治
的
地
位
の
継
承
と
は
別
の
も
の
と
し
て
、
人
麿
影
の
相
伝
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
影
供
の
創
始
そ
の
も
の

よ
リ
、
影
の
相
伝
の
こ
う
し
た
あ
り
方
に
、
よ
り
明
確
な
歌
道
家
形
成
の
意
図
が
見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、

「
実
子
な
り
と
も
、

比
道
に
た
へ
ざ
ら
ん
も
の
に
は
っ
た
ふ
べ
か
ら
ず
、

う
つ
し
も
す
べ
か
ら
ず
、

起
請
文
あ
る
と
か
や
L

（
古
今
著
聞
集
）
と
伝
え
ら
れ
る
人
麿
影
が
、
六
条
藤
家
に
限
ら
ず
家
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
例
が
、
雅
経
に
始
ま
る
飛
鳥
井

家
に
確
認
で
き
る
。
西
脇
家
蔵
雅
経
自
筆
本
「
古
今
集
」
の
、
雅
経
息
教
定
が
寛
喜
二
年
（
一
二
三

O
）
三
月
か
ら
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
正

月
の
聞
に
加
筆
し
た
と
推
定
さ
れ
る
奥
書
に
拠
れ
ば
、
雅
経
は
二
本
の
人
麿
影
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
本
が
、
大
谷
姫
宮
（
後
烏

羽
院
皇
女
粛
子
内
親
王
も
し
く
は
照
子
内
親
王
か
）
を
経
て
、
『
古
今
集
』
と
共
に
教
定
に
伝
え
ら
れ
た
と
言
う
（
日
）
O

こ
こ
に
見
え
る
、
「
雄
一
一



（
雅
経
・
著
者
注
）

子
孫
一
不
v
可
v
譲
二
非
v
器
者
一
、
先
人
定
令
ニ
相
計
一
給
欺
」
と
の
一
節
は
、
飛
鳥
井
家
に
お
け
る
人
麿
影
の
象
徴
性
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。

こ
の
人
麿
影
が
同
家
内
で
相
伝
さ
れ
た
こ
と
は
、
約
二
百
六
十
年
を
経
た
、
『
実
隆
公
記
』
延
徳
三
年
（
一
四
九
こ
五
月
六
日
条
の
、
甥
雅

俊
と
家
嫡
を
争
っ
た
宋
世
（
雅
康
）
の
主
張
の
内
に
、
「
家
相
伝
人
丸
影
一
幅
相
伝
之
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
家
に

お
い
て
も
こ
の
如
く
で
あ
っ
た
人
麿
影
が
、
土
御
門
通
親
・
後
鳥
羽
院
の
影
供
歌
合
の
盛
行
と
い
う
影
供
の
歌
壇
的
流
行
を
経
て
、
顕
季
流

内
部
に
お
い
て
、

そ
の
相
伝
の
重
要
性
を
い
っ
そ
う
増
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

顕
季
流
に
お
け
る
人
麿
影
の
相
伝
過
程
は
、
『
十
訓
抄
』
『
古
今
著
聞
集
』
の
記
事
を
基
に
、
公
家
日
記
や
諸
歌
集
の
詞
書
等
に
よ
っ
て
修

正
が
加
え
ら
れ
つ
つ
推
定
さ
れ
て
き
た
が
、
信
頼
度
の
異
な
る
資
料
を
総
合
し
て
判
断
す
る
上
の
決
め
手
に
欠
け
る
の
が
実
情
と
言
え
よ

ぅ
。
こ
の
系
譜
を
確
定
す
る
に
際
し
て
は
、
人
麿
影
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
と
推
定
さ
れ
る
、
讃
岐
国
里
海
庄
の
伝
領
過
程
の
考
察
が
有

を
提
示
し
て
詳
細
は
そ
れ
に
譲

p
た
い
。
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効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
や
、
相
伝
過
程
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
結
果
の
み

『
鎌
倉
遺
文
』
に
存
す
る
「
妙
意
申
状
」
（
ご
＝
二
五
・
一
五
一

O
O）
等
で
推
測
さ
れ
る
里
海
庄
の
伝
領
過
程
に
依
リ
、
顕
季
流
に
お
け

る
人
麿
影
の
相
伝
過
程
を
考
証
す
る
と
、

そ
れ
は
、

顕
季
l
顕
輔

l
清
輔
！
季
経

l
保
季
！
知
家

l
成
実

l
行
家
！
隆
博

l
隆
教

の
如
く
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

顕
季
か
ら
清
輔
ま
で
三
代
父
子
相
続
さ
れ
た
人
麿
影
は
、

清
輔
弟
季
経
へ
、

季
経
兄
重
家
の
子
で
養
子
と
な
っ
た
保
季
へ
と
伝
え
ら
れ

て
、
甥
に
当
る
知
家
に
譲
ら
れ
て
ゆ
く
。
続
い
て
顕
季
息
家
保
流
の
歌
人
成
実
に
伝
え
ら
れ
た
後
、
知
家
息
行
家
へ
と
還
り
相
伝
さ
れ
て
、



九
条
家
内
部
で
再
び
父
子
相
続
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
系
譜
か
ら
判
明
す
る
。
人
麿
影
は
必
ず
し
も
一
子
相
伝
で
は
な
く
、
顕
輔
流

と
で
も
言
う
べ
き
あ
る
幅
を
も
っ
て
、
同
族
意
識
を
仲
立
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
幅
の
内
に
あ
る
歌
人
群
こ
そ
が
、
和

歌
史
研
究
の
上
で
定
義
さ
れ
る
六
条
藤
家
だ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
人
麿
影
の
相
伝
過
程
と
関
連
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
顕
季
以
来
の
和
歌
文
書
の
相
伝
過
程
で
あ
る
（
口
）
O

象
徴
的
存
在
だ
け
で
は

歌
学
の
継
承
は
な
し
得
ず
、
和
歌
活
動
に
不
可
欠
な
歌
書
類
の
相
続
も
ま
た
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
『
古
今
著
聞
集
』
に
は
、
顕
輔
か

ら
人
麿
影
を
伝
え
ら
れ
た
清
輔
が
、
和
歌
尚
歯
会
を
行
な
っ
た
後
、
人
麿
影
と
破
子
硯
を
弟
重
家
息
経
家
に
、
和
歌
文
書
を
弟
季
経
に
、
譲

っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
人
麿
影
を
も
譲
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
季
経
の
和
歌
文
書
相
伝
は
、
『
玉
葉
』
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
二
月

十
四
日
条
に
、
「
季
経
朝
臣
来
。
談
－
一
清
輔
朝
臣
和
歌
文
書
之
問
事
一
L

と
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
が
（
日
）
、

こ
の
「
清
輔
朝
臣
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和
歌
文
書
」
が
い
か
な
る
内
容
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
現
在
伝
わ
る
、
六
条
藤
家
歌
人
の
名
が
奥
書
中
に
存
す
る
歌
書
類
を
見

渡
し
て
も
、
御
子
左
家
の
定
家
自
筆
証
本
の
よ
う
に
、

そ
の
所
持
の
過
程
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
文
書
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
（
叫
）
O

と
こ
ろ
で
、
福
田
秀
一
氏
が
整
理
さ
れ
た
反
御
子
左
派
の
書
写
活
動
を
示
す
歌
書
群
は
、
同
時
に
、
知
家
・
行
家
父
子
の
許
に
、

、、4
世

l
」

し
、
刀
？
t

多
く
の
歌
書
が
存
在
し
て
い
た
か
を
物
語
る
と
も
言
え
る
。

そ
の
内
で
特
徴
的
な
も
の
を
左
に
整
理
し
て
示
す
。

川
六
条
藤
家
内
部
に
伝
わ
る
本
を
、
九
条
家
が
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
奥
書
を
有
す
る
も
の
。

金
葉
集
（
書
陵
部
蔵
ニ
一

0
・
六
七
七
）

※
季
経
本
の
顕
家
主
目
写
本
を
、
更
に
知
家
が
写
し
た
行
宗
（
行
家
カ
）
所
持
本
。

同
（
正
宗
敦
夫
文
庫
蔵
四
五
巻
欠
）

※
清
輔
自
筆
本
を
書
写
し
た
知
家
本
。

六
条
修
理
大
夫
集
（
群
書
類
従
本
）



※
知
家
所
持
本
。

顕
輔
集
（
書
陵
部
蔵

※
向
。

閣
顕
家
流
に
お
け
る
書
写
活
動
を
示
す
奥
書
を
有
す
る
も
の
。

小
町
集
（
書
陵
部
蔵
五
一

0
・
一
二
）

※
顕
家
書
写
知
家
所
持
本
。

源
三
位
頼
政
家
集
（
内
閣
文
庫
蔵

※
顕
家
書
写
本
。

素
性
集
（
正
保
版
本
）

※
行
家
主
百
写
本
。

一五

0
・
七
四

O
）

一一

O
一
・
四
五
四
）

知
家
・
行
家
の
関
与
し
た
本
の
全
容
と
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
田
氏
の
御
著
書
を
参
照
願
い
た
い
が
、
他
の
九
条
家
歌
人
の
所
持
を
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示
す
奥
書
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

堀
河
院
百
首
（
神
宮
文
庫
蔵
三
条
家
本
）

※
俊
頼
自
筆
本
を
書
写
し
た
隆
教
本
。

続
詞
花
集
（
天
理
図
書
館
蔵
九
一
一
・
二
三
・
イ
四
七
）

※
清
輔
自
筆
の
隆
教
本
。

拾
遺
抄
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

※
隆
朝
所
持
本
。

隆
教
所
持
の
二
本
が
、
そ
れ
以
前
に
転
写
を
経
た
も
の
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
両
書
の
書
写
者
に
素
姓
正
し
き
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い



る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

結
局
、
人
麿
影
の
伝
流
と
和
歌
文
書
相
伝
と
の
具
体
的
な
関
係
は
、
不
明
で
あ
る
と
一
一
一
口
う
他
は
な
い
が
、
九
条
家
の
人
々
が
、
人
麿
影
を

所
持
す
る
に
見
合
う
量
と
質
の
和
歌
文
書
を
備
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

上
述
し
た
現
存
資
料
に
お
い
て
も
窺
知
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る。

三
、
九
条
家
と
人
麿
影

で
は
人
麿
影
を
相
伝
し
た
知
家
以
下
の
九
条
家
の
人
々
は
、
そ
の
資
格
を
も
っ
て
い
か
な
る
和
歌
活
動
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
麿
影
供
は
、
土
御
門
通
親
と
後
鳥
羽
院
の
影
供
歌
合
と
い
う
形
式
を
得
て
、
隆
盛
を
見
た
も
の
の
、
建
仁
三
年
ご
二

O
三
）
六
月
十
六
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日
の
和
歌
所
で
の
歌
合
を
最
後
に
、
影
を
潜
め
た
か
に
見
え
る
。
だ
が
後
世
の
神
秘
化
し
た
古
今
伝
授
に
お
い
て
頂
点
を
迎
え
る
人
麿
崇
拝

の
高
ま
り
が
、
そ
れ
を
放
置
し
て
お
く
は
ず
も
な
い
。
先
に
触
れ
た
飛
鳥
井
家
の
二
本
の
影
は
人
麿
影
の
広
ま
り
を
示
す
が
、
『
明
月
記
』
安

貞
元
年
ご
二
二
七
）
三
月
二
十
日
条
の
西
園
寺
公
経
邸
に
お
け
る
木
像
に
よ
る
影
供
や
、
一
吾
妻
鏡
』
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
九
月
十
三
日

条
に
記
録
さ
れ
た
、
北
条
政
村
・
実
時
、
後
藤
基
綱
・
基
政
、
源
親
行
等
の
武
家
歌
人
に
よ
る
幕
府
影
供
、
真
言
僧
頼
豪
の
『
束
草
集
』
中

に
存
す
る
、

正
和
六
年
（
一
三
一
七
）
正
月
十
八
日
付
の
、
宝
蔵
院
で
の
影
供
の
祭
文
（
日
）
等
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
影
供
自
体
も
、
公
家
・

武
家
・
僧
家
各
々
に
お
い
て
一
人
歩
き
を
始
め
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
、
人
麿
影
を
相
伝
し
た
知
家
は
、
九
条
の
自
邸
に
お
い

て
影
供
を
催
し
た
（
明
月
記

寛
宣
口
元
年
〔
一
二
二
九
〕
三
月
十
七
日
条
）
。
定
家
や
為
家
、
家
長
・
家
清
白
）
父
子
、
祝
部
成
茂
と
い
っ
た
有
力

歌
人
の
出
詠
を
得
て
、
知
家
が
自
邸
で
独
自
に
影
供
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
人
麿
影
の
相
伝
を
通
し
て
、
六
条
藤
家
の
伝
統
を
明
確
に
意
識

し
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。



知
（
永
か
ら
成
実
に
人
麿
影
が
譲
ら
れ
た
後
、
後
嵯
峨
院
の
時
代
に
至
っ
て
、

影
供
歌
合
は
再
び
仙
洞
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。

『
建
長
三
年

ご
二
五
二
九
月
十
三
夜
影
供
歌
合
』
で
あ
る
。
同
歌
合
に
は
安
田
徳
子
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
り
（
口
）
、
左
右
各
二
十
一
人
、
各
十
題

十
首
か
ら
な
る
こ
の
盛
儀
が
、

『
続
後
撰
集
』

へ
の
当
代
歌
人
の
詠
歌
資
料
の
提
供
を
直
接
の
目
的
と
し
、
後
鳥
羽
院
時
代
に
倣
っ
て
和
歌

の
隆
盛
を
願
い
、
奏
覧
間
近
い
『
続
後
撰
集
』
の
完
成
を
祈
願
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
ご
二
四
七
）
七
月
二
十
五
日
条
に
は
、
「
知
家
卿
入
道
参
、
被
v
見
一
一
人
丸
影
一
、
件
影
在
ニ
成
実
卿
許
一
、

可
ν
被
v
召
コ
出
之
こ
と
、
知
家
が
成
実
の
許
に
あ
っ
た
人
麿
影
を
、

後
嵯
峨
院
の
召
し
に
よ
っ
て
持
参
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

こ
の
こ
と

は
、
影
供
歌
合
に
先
立
つ
四
年
前
に
、
院
が
人
麿
影
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
成
実
へ
の
譲
渡
の
後
も
、

（7
7

）
（
マ
マ
）

表
と
し
て
の
地
位
を
知
家
が
保
っ
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
影
供
歌
合
の
十
一
日
前
、
「
被
v
賜
＝
一
阿
波
国
黒
海
庄
一
一
於
成
実

一
円
の
代

卿
一
被
v
付
ニ
人
丸
真
影
一
之
故
一
五
ご
と
、

成
実
が
摂
関
家
領
の
里
海
庄
を
人
麿
影
に
付
し
て
賜
っ
た
こ
と
が
、

『
皇
代
暦
裏
書
』
（
建
長
三
年
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九
月
二
日
条
）
に
見
え
る
。
先
述
の
「
妙
意
申
状
」
に
拠
れ
ば
、
こ
の
拝
領
の
陰
に
は
成
実
自
身
の
積
極
的
行
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
成
実
は
院
の
関
心
を
巧
み
に
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
影
供
歌
合
、
百
十
五
番
左
、
名
所
月
の
題
で
成
実
は
、

ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
を
な
が
め
け
ん
む
か
し
の
か
げ
を
う
っ
す
月
影

と
（
一
試
み
、
「
ほ
の
ぼ
の
と
は
、

真
影
事
お
ほ
く
て
か
し
こ
く
月
の
出
で
き
て
侍
り
け
る
と
さ
た
侍
り
き
L

と
の
判
詞
を
得
て
い
る
。

こ
れ
に

関
し
安
田
氏
は
「
成
実
の
人
麿
影
継
承
の
自
負
を
示
し
た
詠
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
、
詠
も
判
詞
も
院
の
志
向
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
続
後
撰
集
』
完
成
の
後
も
、
後
嵯
峨
院
の
人
麿
影
供
へ
の
興
味
は
失
せ
て
は
い
な
い
。

建
長
六
年
正
月
柿
下
影
供
し
侍
り
し
に
、
真
影
を
わ
た
し
っ
か
は
す
と
て
、



つ
つ
み
紙
に
か
き
つ
け
侍
り
し

け
ふ
を
い
か
に
見
そ
な
は
す
ら
ん
む
か
し
よ
り
身
を
は
な
れ
た
る
か
げ
し
な
け
れ
ば

返
し

身
は
は
や
く
よ
は
ひ
も
お
い
ぬ
柿
の
下
の
ひ
さ
し
き
か
げ
は
わ
が
き
み
の
た
め

太
上
天
皇

正
三
位
知
家

（
『
続
古
今
集
』
巻
十
九
、

一
七
五
一
・
二
両
）
）

こ
う
し
た
後
嵯
峨
院
の
一
連
の
活
動
に
、
『
士
口
今
著
間
集
』
中
の
説
話
記
事
が
刺
激
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
「
今
は
院
に
め
し
を
か

れ
て
、
建
長
の
比
よ
り
影
供
な
ど
侍
に
こ
そ
」
と
の
一
節
に
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
に
、
人
麿
影
供
に
対
す
る
再
評
価
が
、
改
め
て
当

時
の
歌
壇
に
、
六
条
藤
家
の
伝
統
と
、
そ
の
継
承
者
が
知
家
で
あ
り
成
実
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
認
識
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
を

入
れ
得
な
い
。
ま
た
こ
う
し
た
機
運
の
高
ま
リ
も
、
彼
等
の
後
嵯
峨
院
へ
の
働
き
掛
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
留
保
し
て
お

反
御
子
左
派
の
隆
盛
期
と
重
な
る
品
）
の
で
あ
り
、

こ
の
歌
壇
的
背
景
が
彼
等
の
活
動
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と
憶
測
さ
れ
る
の
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き
た
い
。
あ
た
か
も
こ
の
時
期
は
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
十
二
月
の
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
を
旗
揚
げ
と
す
る
、
真
観
・
知
家
等
に
よ
る

で
あ
る
。

知
家
息
行
家
・
真
観
等
の
『
続
古
今
集
』
撰
者
追
任
運
動
の
後
盾
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
鎌
倉
将
軍
宗
尊
親
王
が
、
将
軍
を
廃
さ
れ
帰
洛

し
た
三
年
後
の
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
四
月
二
十
八
日
、
「
柿
本
影
前
に
て
講
じ
」
た
百
首
が
、
家
集
の
一
つ
『
竹
風
和
歌
抄
』
巻
四
に
存
す

る
。
こ
の
内
の
一
首
が
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
五
三
九
六
）
に
「
柿
本
影
供
百
首
御
歌
」
と
言
う
詞
書
の
も
と
に
採
ら
れ
て
い
る
。
同
種
の
詞
書

を
調
査
す
る
と
、

真
観
・
高
定
・
法
印
定
円
・
鷹
司
院
帥
等
の
真
観
一
族
、

基
家
・
百
六
氏
・
法
印
尊
海
・
行
能
（
却
）
そ
し
て
行
家
（
九
六
二
）

の
、
計
十
名
の
参
加
が
確
認
で
き
る
。
参
加
歌
人
の
ほ
と
ん
ど
が
反
御
子
左
派
歌
人
で
あ
る
五
）
こ
と
は
、
帰
洛
後
の
宗
尊
親
王
周
辺
を
、
同

派
の
歌
人
が
取
り
巻
い
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
よ
う
。
こ
の
時
ま
で
に
人
麿
影
が
成
実
か
ら
行
家
に
譲
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
詳
ら
か



に
し
得
な
い
（
辺
）
が
、
影
供
と
い
う
催
し
に
お
い
て
行
家
が
一
参
加
者
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
こ
で
は
後
嵯
峨
院
と
知

家
と
の
関
係
が
、
宗
尊
親
王
と
行
家
と
の
関
係
に
お
い
て
再
現
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

更
に
二
十
年
を
隔
て
た
正
応
年
中
（
一
二
八
八

t
九
一
ニ
）
に
、
行
家
息
隆
博
が
里
海
庄
を
再
給
付
さ
れ
た
折
、
当
代
一
流
の
儒
者
日
野
資
宣

を
遠
隔
じ
て
、

自
邸
に
影
供
を
行
な
ア
た
こ
と
が
、
『
東
野
州
問
書
』
に
見
え
る
。

そ
の
折
の
「
里
の
あ
ま
の
も
し
ほ
の
煙
立
ち
か
へ
り
昔
に

な
び
く
秋
の
は
つ
か
ぜ
」
と
い
う
、
時
宜
に
叶
っ
た
資
宣
の
詠
よ
り
見
て
、
こ
の
影
供
の
話
が
全
く
の
創
作
で
あ
る
と
は
考
え
難
く
、
時
代

の
下
る
資
料
で
は
あ
る
も
の
の
、
隆
博
の
里
海
庄
拝
領
は
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
件
も
別
稿
に
譲
る
）
。
こ
の
隆
博
の
影
供
は
、
里

海
庄
の
安
堵
を
認
め
た
権
力
者
に
謝
意
を
表
す
と
と
も
に
、
歌
壇
に
対
し
て
は
、
自
己
の
歌
人
と
し
て
の
血
統
の
正
し
さ
を
誇
示
し
た
、
示

威
的
行
為
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

承
者
と
し
て
の
立
場
を
自
覚
し
、

か
つ
人
麿
影
に
纏
わ
る
伝
統
と
権
威
を
折
々
の
歌
壇
に
示
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
確
た
る
存
在
場
所
を
得
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こ
の
よ
う
に
、
知
｛
永
か
ら
隆
博
ま
で
九
条
家
三
代
の
歌
人
や
成
実
は
、
人
麿
影
の
相
伝
に
よ
口
、
顕
季
流
の
中
で
も
選
ば
れ
た
歌
道
の
継

て
、
和
歌
活
動
を
行
な
お
う
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
大
嘗
会
和
歌
詠
進
歌
人
の
系
譜

大
嘗
会
和
歌
と
は
、
大
嘗
会
に
際
し
て
、
悠
紀
・
主
基
各
方
か
ら
奉
ら
れ
る
、
各
々
の
斎
国
の
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
、
風
俗
歌
十
首
・
扉

風
歌
十
八
首
の
計
二
十
八
首
か
ら
な
る
和
歌
の
こ
と
で
あ
る
（
ヲ
。
大
嘗
会
和
歌
と
六
条
藤
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
井
上
宗
雄
氏
の
詳

細
な
論
考
が
存
す
る
が
（
M
）
、
九
条
家
の
実
体
を
解
明
す
る
た
め
に
、

こ
の
側
面
か
ら
も
、
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

六
条
藤
家
と
大
嘗
会
和
歌
の
関
係
を
明
言
し
た
の
は
藤
原
定
家
で
あ
る
。
『
明
月
記
』
天
福
元
年
（
二
三
二
三
）
六
月
六
日
条
に
見
え
る
、



四
条
天
皇
度
の
歌
人
選
出
に
関
す
る
、

摂
政
教
実
か
ら
の
下
問
へ
の
答
申
に
お
い
て
定
家
は
、

「
中
古
以
下
」
儒
者
で
も
文
章
生
で
も
な
い

者
が
こ
の
歌
を
詠
じ
た
の
は
、
「
只
始
－
一
子
顕
輔
卿
こ
り
、

そ
し
て
「
彼
一
門
吉
不
吉
継
v
腫
」
と
、
顕
輔
一
門
に
よ
る
詠
進
の
歴
史
を
指
摘

し
、
加
え
て
、
「
彼
家
外
猶
雄
v
不
v
可
v
然
」
と
、
非
儒
の
場
合
こ
の
歌
を
詠
ず
る
者
は
、
六
条
藤
家
の
歌
人
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。定
家
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
六
条
藤
家
の
大
嘗
会
和
歌
詠
進
の
歴
史
は
顕
輔
に
始
ま
る
。
し
か
し
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
中
の
和
歌
作

者
一
覧
に
は
、
新
院
（
崇
徳
）
度
の
悠
紀
方
歌
人
敦
光
の
注
記
と
し
て
、
「
顕
季
卿
出
家
後
替
y
之
」
と
あ
っ
て
、
顕
季
も
詠
進
の
下
命
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
嘗
会
和
歌
を
集
成
し
た
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
や
『
大
嘗
会
和
歌
部
類
』
（
共
に
書
陵

部
蔵
）
に
も
認
め
ら
れ
、
信
湿
性
の
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
井
上
氏
は
『
明
月
記
』
天
福
元
年
五
月
二
十
一
日
条
に
、
「
顕
輔
卿
耽
v
道
懇

付
表
I
S
）は、

詠
進
歌
人
が
悠
紀
主
基
各
一
名
に
定
ま
っ
た
三
条
天
皇
か
ら
、

ほ
ぼ
六
条
流
が
断
絶
す
る
ま
で
の
、

大
嘗
会
和
歌
詠
進
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望
詠
進
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
顕
輔
の
詠
進
は
、
父
顕
季
の
遺
志
の
完
成
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

歌
人
一
覧
表
で
あ
る
。
顕
輔
・
清
輔
・
季
経
・
有
家
・
家
衡
と
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
六
条
藤
家
歌
人
の
多
さ
を
見
る
時
、
先
の
定
家
の

指
摘
も
納
得
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
同
（
永
か
ら
の
詠
進
歌
人
の
選
出
方
法
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
四
条
度
の
歌
人
選
定
問

題
に
お
い
て
定
家
は
、
詠
進
歌
人
の
家
柄
の
者
で
、
「
被
v
撰
ニ
和
歌
堪
能
一
候
者
、
前
納
言
、
頼
、
知
家
卿
、
尤
当
ニ
其
仁
一
侯
歎
」
等
と
、
和
歌

の
実
力
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
明
月
記

天
福
元
年
五
月
二
十
一
日
条
）
。

ま
た
定
家
は
、
後
堀
河
度
に
任
命
を
受
け
た
儒

者
家
宣
の
死
去
の
後
、
「
毎
v
交
v
衆
有
ニ
瑚
暁
之
歌
こ
と
い
う
あ
り
様
だ
っ
た
六
条
家
衡
が
、
「
一
円
之
先
達
」
と
称
し
て
歌
人
と
な
っ
た
こ

と
を
記
し
て
も
い
る
（
同
記

寛
喜
元
年
〔
一
二
二
九
〕
八
月
十
九
日
条
）
。
確
か
に
、
有
家
が
嘉
じ
保
季
も
出
家
し
た
六
条
藤
家
に
お
い
て
、

家
衡
は
在
俗
最
年
長
歌
人
で
あ
り
、
定
家
の
批
評
は
と
も
か
く
、
家
衡
の
主
張
は
主
催
者
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
よ
り
し
て
、
非
儒
で
あ
る
六
条
藤
家
か
ら
大
嘗
会
和
歌
歌
人
が
選
出
さ
れ
る
際
は
、

一
門
の
先
達
が
そ
の
和
歌
の
実
力
も
認
め
ら

れ
て
、
任
命
を
受
け
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
大
嘗
会
和
歌
詠
進
歌
人
の
系
譜
も
ま
た
、
歌
道
家

六
条
藤
家
の
系
譜
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
だ
例
外
的
に
知
家
は
、
定
家
の
推
挙
も
得
て
、

天
福
元
年
六
月

十
三
日
主
基
方
歌
人
の
下
命
を
受
け
、
九
月
六
日
は
、
歌
稿
を
定
家
に
見
せ
な
ど
し
て
い
る
も
の
の
、
藻
壁
門
院
・
後
堀
河
院
の
崩
御
に
よ

る
、
度
重
な
る
大
嘗
会
の
延
期
と
い
う
不
慮
の
事
故
の
た
め
に
解
任
さ
れ
て
い
る
（
明
月
記
）
。
従
っ
て
、
知
家
は
現
実
に
は
大
嘗
会
和
歌
作

者
と
な
り
得
な
か
っ
た
が
、
知
家
も
、
一
一
部
進
歌
人
の
系
譜
に
一
応
加
え
て
お
く
こ
と
に
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
附
表

I
に
拠
り
つ
つ
、
詠
進
回
数
に
拘
り
な
く
、
六
条
藤
家
内
部
に
お
け
る
大
嘗
会
和
歌
詠
進
歌
人
の
系
譜
を
纏
め
る
と
、

（
顕
季
）
｜
顕
輔

l
清
輔

l
季
経
i
有
家

l
家
衡

l
（
知
家
）
！
成
実

l
行
家
！
隆
博
！
隆
教
！
隆
朝
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の
よ
う
に
な
る
。

玉
、
九
条
家
と
大
嘗
会
和
歌

不
運
な
結
末
に
終
ヮ
た
知
家
へ
の
下
命
に
始
ま
る
、
九
条
家
と
大
嘗
会
和
歌
と
の
関
係
は
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
比
し
て
よ
り
強
国
な
も

の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
成
実
が
主
基
方
を
勤
め
た
後
深
草
天
皇
の
大
嘗
会
に
続
く
、
亀
山
天
皇
か
ら
後
光
厳
天
皇
ま
で
十
代
の
大
嘗
会
に
は
、

必
ず
九
条
家
か
ら
歌
人
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
歌
人
選
定
の
先
例
に
関
す
る
意
識
の
変
化
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
『
袋
草
紙
』
の
後
一
条
度
の
作
者
「
輔
親

の
注
記
に
、
為
政
を
指
し
て
、
「
儒
者
始
v
従
一
一
此
時
こ
と
あ
る
通
り
、
後
一
条
度
に
交
っ
た
儒
者
歌
人
は
、
二
代
後
の
後
冷
泉
度
に
悠
紀
・

為
政
L

主
基
両
方
を
占
め
て
よ
リ
、

顕
輔
の
加
わ
っ
た
近
衛
度
ま
で
、
六
代
の
大
嘗
会
和
歌
を
独
占
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
定
家
は
、
「
輔
親
卿
詠



侯
之
外
、
士
口
不
吉
之
例
大
路
儒
者
二
人
侯
欺
」
と
、
先
例
の
存
在
を
指
摘
し
、
「
即
是
儒
者
堪
一
一
詠
歌
一
之
人
多
候
之
故
、
且
被
v
用
ニ
堪
能
一
候

歎
」
（
明
月
記

天
福
元
年
五
月
二
十
一
日
条
）
と
、

和
歌
に
勘
能
な
儒
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
に

は
、
儒
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

八
木
意
知
男
氏
は
、
大
嘗
会
和
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
景
物
に
着
目
し
て
、
大

嘗
会
に
ふ
さ
わ
し
い
祝
賀
性
獲
得
の
為
に
、
漢
籍
の
本
文
を
典
拠
と
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
発
見
し
、
こ
の
点
に
、
儒
者
と
大
嘗
会
和
歌

の
関
連
性
を
見
て
お
ら
れ
る
（
竺
。
と
こ
ろ
が
、

そ
う
い
っ
た
儒
者
任
命
の
先
例
を
、
顕
季
・
顕
輔
は
二
代
に
渡
っ
て
破
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
非
儒
の
歌
人
の
例
が
、
俊
成
の
み
を
例
外
と
し
て
、
顕
輔
流
に
限
っ
て
続
き
、
定
家
に
よ
っ
て
確
た
る
先
例
と
し
て
認
め
ら
れ

る
頃
に
な
る
と
、
歌
人
の
組
み
合
わ
せ
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
間
の
消
息
を
伝
え
る
の
が
、
度
々
引
用
し
た
『
明
月
記
』
天
福
元
年

二
人
尤
為
v
善
」
（
御
稿
本
）
と
見
え
、
摂
政
教
実
が
意
を
留

の
記
事
で
あ
る
。

『
八
雲
御
抄
』
に
も
、

「
只
儒
者
一
人
、

市
只
歌
人
一
人
、
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め
た
、
非
儒
が
交
る
べ
き
か
否
か
の
問
題
も
、
後
深
草
度
以
降
は
、
儒
者
一
・
非
儒
歌
人
一
の
形
が
嘉
例
と
認
め
ら
れ
て
、
必
ず
顕
季
流
の

歌
人
が
加
え
ら
れ
て
い
き
、
時
代
の
荒
廃
し
た
光
明
度
に
は
、
両
方
を
隆
教
一
人
で
勤
め
る
と
い
う
事
態
も
起
き
て
い
る
。
こ
の
先
例
が
崩

れ
再
び
儒
者
の
み
で
占
め
ら
れ
た
後
円
融
度
は
、
本
来
詠
進
歌
人
た
る
べ
き
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
知
家
五
代
の
孫
行
輔
が
、
当
時
地
方

に
あ
っ
て
所
在
不
明
で
あ
っ
た
と
い
う
（
愚
管
記

応
安
八
年
〔
一
三
七
五
〕
七
月
十
日
裏
書
）
。

こ
こ
に
六
条
藤
家
は
、
大
嘗
会
和
歌
詠
進
の

伝
統
は
も
と
よ
り
、
歌
道
家
と
し
て
の
伝
統
を
永
く
断
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
詠
進
が
固
定
化
す
る
と
、

そ
の
為
の
知
識
の
蒐
集
と
そ
の
相
伝
が
問
題
と
な
る
。
大
嘗
会
和
歌
と
漢
籍
の
関
係
は
先
に
触
れ

『
袋
草
紙
』
に
「
童
日
ニ
和
歌
一
之
時
、
家
々
之
説
不
同

詠
進
の
際
の
故
実
も
存
し
た
こ
と
は
、

た
が
、
こ
う
し
た
知
識
の
必
要
性
に
加
え
て
、

也
」
と
し
て
、
書
式
か
ら
宇
体
に
至
る
ま
で
、

細
々
と
し
た
規
則
の
あ
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

『
袋
草
紙
』

中
に
、

大
嘗
会
和
歌
の
書
式
の
一
例
と
し
て
記
さ
れ
た
、

詞
書
は
真
名
、

和
歌
は
仮
名
で
、

風
俗
歌
・
扉
風
歌
を
一
枚
の
紙
に
書
す
と
い



λ
ノ
、

「
故
左
京
」
（
顕
輔
）
の
書
様
は
、

『
顕
輔
集
』
の
実
例
と
、

原
本
を
忠
実
に
写
し
た
と
さ
れ
る
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
中
の
、

t青

輔
・
季
経
（
二
度
）
・
有
家
・
家
衡
の
五
度
の
例
（
幻
）
と
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
非
儒
の
俊
成
の
例
（
長
秋
詠
藻
）
が
、
風
俗
歌
と
扉
風
歌
と

を
別
紙
に
記
す
点
で
六
条
藤
家
歌
人
と
異
な
っ
て
お
り
、
顕
輔
の
書
式
は
、

一
つ
の
典
例
と
し
て
六
条
藤
家
内
で
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
さ
さ
か
後
の
例
だ
が
、

『
看
間
御
記
』
永
享
二
年
（
一
四
三

O
）
十
一
月
十
七
日
条
に
、
歌
人
に
命
じ
ら
れ
た
儒

者
日
野
秀
光
が
、

「
文
書
不
所
持
之
由
」
を
申
し
て
辞
退
し
た
旨
が
見
え
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
大
嘗
会
和
歌
詠
進
の
先
例
や
故
実

を
纏
め
た
文
書
が
、
六
条
藤
家
の
内
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
（
空
。
顕
季
に
代
っ
た
式
家
の
儒
者
敦
光
が
、
人

麿
影
供
の
折
に
讃
を
作
る
等
、
顕
季
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
家
経
・
行
家
と
三
代
続
く
大
嘗
会
和
歌
歌
人
で
あ
る
北
家
内
暦
流

の
儒
者
行
盛
が
、
清
輔
の
岳
父
で
あ
る
（
妙
意
申
状
に
よ
る
）
と
い
う
事
実
を
思
う
時
、
六
条
藤
家
の
歌
人
達
は
、
知
識
や
故
実
を
こ
れ
ら
の

上
の
際
の
書
状
例
と
し
て
、
敦
光
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
も
、

そ
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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儒
家
か
ら
吸
収
し
、
相
伝
し
て
い
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
に
、
行
盛
の
家
の
書
式
や
、
和
歌
献

成
実
や
行
家
以
下
九
条
家
歌
人
の
詠
が
、

全
き
形
で
遣
さ
れ
て
い
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
が
、

『
井
蛙
抄
』
に
、
文
保
（
後
醍
醐
度
）
大
嘗

会
の
折
、
主
基
方
の
隆
教
の
詠
を
、
二
条
為
藤
が
不
吉
で
あ
る
と
批
判
し
た
際
、

天
皇
の
下
聞
に
対
し
隆
教
が
、
寸
大
嘗
会
和
歌
、

ーゆい、
n
u
・、、

初
揮
し

つ
の
才
覚
に
て
難
申
や
ら
ん
」
と
怯
い
た
と
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
ぎ
。

こ
の
肱
き
に
、

代
々
こ
の
役
を
勤
め
、

故
実
を
受
け
継
ぎ
学
ん
で

き
た
隆
教
の
自
負
を
、
垣
間
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

」
の
よ
う
に
、

九
条
家
の
歌
人
達
は
、

非
儒
の
大
嘗
会
和
歌
詠
進
歌
人
の
家
の
血
筋
と
と
も
に
、

詠
進
に
纏
わ
る
知
識
・
故
実
を
継
承

し
、
皇
統
分
裂
と
い
う
複
雑
な
時
代
に
、
両
統
の
大
嘗
会
に
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
、
貴
族
社
会
の
中
に
地
歩
を
占
め
続
け
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
嘗
会
和
歌
が
習
練
を
積
ん
で
詠
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

四
条
度
の
歌
人
を
望
ん
だ
世
尊
寺
行
能
へ
の
、
定
家
の



評
語
中
に
見
え
て
い
る
（
明
月
記

天
福
元
年

六
月
六
日
条
）
。

ま
た
、
歌
人
の
家
柄
に
関
し
て
は
、
『
八
雲
御
抄
』
に
「
高
位
人
未
v
詠」

（
御
稿
本
）
と
さ
れ
、
『
井
蛙
抄
』
に
、
定
家
の
知
家
推
挙
は
、
諸
大
夫
家
た
る
そ
の
家
格
の
故
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
制
限
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
と
の
関
連
性
は
明
確
に
し
得
な
い
が
、
顕
輔
流
、
及
び
九
条
家
は
二
位
を
至
位
と
し
な
が
ら
も
非
参
議
の

家
柄
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
和
歌
修
業
と
家
格
、
定
め
ら
れ
た
詠
進
役
の
地
位
が
、
九
条
家
の
歌
人
達
の
和
歌
活
動
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
か
、

そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
と
め

人
麿
影
相
伝
と
大
嘗
会
和
歌
詠
進
｜
こ
の
こ
つ
の
系
譜
の
、
六
条
藤
家
に
お
け
る
意
義
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
前
者
は
、
六
条
藤
家
に

お
け
る
歌
道
の
実
力
の
承
認
の
過
程
と
捉
え
ら
れ
、

一
族
内
部
の
歌
道
上
の
代
表
者
の
私
的
系
譜
で
あ
り
、
後
者
は
、
天
皇
の
重
大
儀
式
へ

- 17 -

の
奉
仕
拝
命
者
の
過
程
で
あ
り
、

い
わ
ば
国
家
に
よ
る
家
の
代
表
者
認
定
の
公
的
系
譜
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
両
者
が
一
致
す
る
時
、
歌
道

家
六
条
藤
家
は
、

一
応
正
常
な
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
両
者
を
比
較
す
る
と
、
顕
季
か

ら
季
経
ま
で
と
、
知
｛
永
か
ら
隆
教
ま
で
と
が
一
致
し
、
季
経
と
知
家
の
聞
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
便
宜
的
に
六
条

藤
家
の
歴
史
を
三
期
に
分
け
る
な
ら
ば
、

第
一
期

顕
季
か
ら
季
経
ま
で

l
l歌
道
家
の
成
立
と
確
立
期

第
二
期

季
経
と
知
家
の
問
ー
ー
ー
歌
道
家
の
混
乱
・
衰
退
期
、
あ
る
い
は
次
代
へ
の
再
編
成
期

第
三
期

知
家
以
降
｜
｜
歌
道
家
の
再
生
期

と
な
ろ
う
。
こ
の
第
三
期
が
即
ち
、
顕
季
流
九
条
家
の
、
中
世
前
期
の
一
歌
道
家
と
し
て
の
歴
史
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
第
三
期
の
両



系
譜
に
、
顕
輔
流
で
は
な
い
家
保
流
の
成
実
が
現
れ
る
問
題
は
、
顕
季
流
全
体
と
成
実
個
人
の
あ
り
方
と
の
二
点
に
お
い
て
考
え
た
い
。

院
近
臣
層
に
お
け
る
同
族
意
識
の
強
さ
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
野
家
の
法
界
寺
、
勧
修
寺
家
の
勧
修
寺
等
と
同

様
に
、
顕
季
流
も
、
顕
季
母
白
河
院
乳
母
従
二
位
親
子
の
持
仏
堂
を
基
に
す
る
、
白
河
善
勝
寺
を
氏
寺
と
し
、

一
族
中
最
も
高
位
高
官
の
者

を
「
善
勝
寺
長
者
」
と
呼
ん
で
、

一
族
の
結
合
を
計
っ
て
い
た
（
却
）
O

『
尊
卑
分
肱
』
に
「
善
勝
長
」
と
注
さ
れ
る
長
者
は
、
主
に
官
位
的
栄

達
を
遂
げ
た
、
顕
季
息
家
保
流
の
四
条
を
号
す
る
一
流
で
あ
っ
た
が
、
顕
輔
に
も
そ
の
注
記
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
六
条
藤
家
も
こ
の
同
族

結
合
の
圏
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
成
実
は
、
知
家
と
と
も
に
定
家
の
弟
子
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
二
人
で
同
車
し
て
定

家
を
訪
れ
た
り
（
寛
喜
二
年
（
一
二
三

O
）
二
月
二
十
日
・
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
二
月
二
十
四
日
）
、
成
実
主
催
の
歌
合
の
判
を
知
家
が
定
家

に
請
う
た
り
（
寛
喜
二
年
十
二
月
一
日
）
し
て
、
両
者
が
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
、

『
明
月
記
』
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た

-18 -

同
族
意
識
の
強
さ
と
個
人
的
な
関
係
が
、
知
家
か
ら
成
実
へ
人
暦
影
を
相
伝
せ
し
め
、

そ
し
て
そ
の
人
麿
影
所
持
に
よ
る
顕
輔
流
歌
人
と
し

て
の
認
定
が
、
成
実
の
大
嘗
会
和
歌
詠
進
を
可
能
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
に
行
な
っ
た
六
条
藤
家
の
歴
史
区
分
は
、

一
応
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
さ
、
特
に
第
二
期
を
中
心
と
し
て
猶
検
討
を
要
す
る
問
題

は
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
六
条
藤
家
の
一
傍
流
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
知
家
流
九
条
家
が
、

六
条
藤
家
の
衰
退
と
混

乱
を
乗
り
越
え
て
、
人
麿
影
と
大
嘗
会
和
歌
詠
進
の
両
者
を
受
け
継
ぎ
、

ま
さ
し
く
歌
道
家
六
条
藤
家
の
正
統
の
資
格
を
備
え
て
、
鎌
倉
・

南
北
朝
期
の
歌
壇
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

九
条
家
の
こ
の
特
質
の
解
明
は
、
同
家
の
反
御
子
左
派
と
し
て
の
活
動
や
、
九
条
家
各
代
の
和
歌
活
動
と
の
関
連
性
等
の
考
察
に
も
、
さ

さ
や
か
な
視
点
を
提
示
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



［注］

（

1
）
 

l
u民
主
（

本
稿
に
関
係
す
る
、
顕
季
流
略
系
図
を
掲
げ
る
。
以
下
顕
季
流
歌
人
の
血
縁
関
係
は
こ
の
系
図
を
参
照
戴
き
た
い
。

（
四
条
）

一
ー
隆
季
l
l
l
隆
房
｜
｜
隆
街

家
保
ー
ー
ー
ん
永
氏
上

主
円
高
「
成
凱
｜
｜
親
実
｜
｜
成
実

亡ー十七ー苗す

経
家
t

｜
｜
家
衡

i
l家
清
1
1
1
盛
家
ー
ー
ー
氏
家

（
九
条
）

1
知
家
｜
｜
行
家
ー
ー
ー
隆
博
｜
｜
隆
教
ー
ー
ー
隆
朝
ー
ー
ー
行
輔

顕
京
｜
一

T
重
氏

「
顕
氏
上

（
山
茂
門
店
一
一
川
こ

「
顕
名
｜
｜
顕
雄
｜
｜
顕
香

有
家

手
経
EIll－
保
手

2 

た
と
え
ば
、
顕
輔
息
で
歌
人
と
し
て
も
著
名
な
季
経
は
、
『
定
能
卿
記
b

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
五
月
一
日
条
や
、

0
0）
十
二
月
八
日
条
等
で
は
、
「
姉
小
路
」
と
号
さ
れ
て
い
る
。
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『
明
月
記
』
正
治
二
年
（
一
二



（

3
）
 

（

4
）
 

「
新
古
今
時
代
に
お
け
る
六
条
家
」
（
『
古
代
文
化
』
幻
巻
日
号
所
収
、
昭

ω
・日）

『
経
俊
卿
記
』
康
元
二
年
（
一
二
五
六
）
三
月
十
六
日
条
に
、
「
九
条
三
位
入
道
申
、
幡
鉾
庄
事
」
と
あ
る
「
九
条
三
位
入
道
」
は
、
あ
る
い
は
知

家
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
幡
鉾
庄
の
こ
と
も
含
め
て
未
詳
。

『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
第
二
篇
第
一
章
鎌
倉
中
期
の
反
御
子
左
派
、

E
・
三
歌
書
の
書
写
・
校
訂
及
び
貸
借
・
相
伝
（
角
川
書
店
刊
、
昭
初
）

を
参
照
戴
き
た
い
。

知
家
邸
が
玉
辻
通
大
宮
西
入
（
現
在
の
上
京
区
五
辻
町
）
辺
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
同
時
に
「
大
宮
」
・
「
玉
辻
」
と
号
さ
れ
る
可
能
性
も
存
す
る

よ
H
H知
家
流
最
後
の
歌
人
と
な
っ
た
行
輔
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。
『
光
明
寺
残
篇
』
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
欺
十
月
十
三
日
条
、
「
九
条
少
将
行
輔
朝

臣
、
家
名
の
成
立
と
車
文
に
関
し
て
は
、
平
山
敏
治
郎
氏
『
日
本
中
世
家
族
の
研
究
』
（
法
政
大
学
出
版
局
刊
、
昭
日
）
を
参
照
戴
き
た
い
。

通
字
に
関
し
て
は
、
玉
村
竹
二
氏
「
日
本
人
名
の
通
字
に
つ
い
て

L
q日
本
禅
宗
史
論
集
』
所
収
、
思
文
閑
刊
、
昭
日
）
・
飯
沼
賢
司
氏
「
人
名

小
孝
！
l
中
世
の
身
分
・
イ
エ
・
社
会
を
め
ぐ
っ
て
l
l」
（
『
荘
園
制
と
中
世
社
会
』
所
収
、
東
京
堂
出
版
刊
、
昭
叩
刀
）
等
に
詳
細
で
あ
る
。

可
十
訓
抄
』
第
四
に
は
、
「
長
実
・
家
保
な
ど
を
き
て
三
男
顕
輔
比
み
ち
に
た
へ
た
り
け
れ
ば
、
ゆ
づ
り
え
た
り
け
る
」
と
あ
る
。

こ
の
奥
書
に
関
し
て
は
、
久
曾
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
研
究
編
（
風
間
書
一
房
刊
、
昭
泊
）
を
参
照
し
た
。

文
書
相
伝
の
実
態
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
注
（
8
）
所
掲
書
の
第
三
章
第
六
節
を
参
照
戴
き
た
い
。

『
谷
山
茂
著
作
集
四
新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
』
第
二
章
歌
合
に
お
け
る
六
条
家
の
人
び
と
第
四
節
季
経
（
角
川
書
店
刊
、
昭
日
）
を
参
照
戴

き
た
い
。

顕
昭
の
和
歌
文
書
は
、
清
輔
文
書
と
は
別
に
、
顕
昭
の
弟
子
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
西
村
加
代
子
氏
「
顕
昭
の
古
今
伝
授
と
和
歌
文
書
」
（
『
国

文
論
叢
（
神
戸
大
ピ
ロ
号
所
収
、
昭

ω
・
3
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
岡
市
立
図
書
館
蔵
『
八
代
撰
集
』
（
九
一
一
・
一
・
二

O
）
中
の
「
後
撰
集
」
に
は
、
顕
季
父
隆
経
や
、
俊
頼
・
基
俊
の
本
を
も
っ

て
校
合
を
加
え
た
と
す
る
、
清
輔
の
元
奥
書
に
、
他
集
と
の
重
複
歌
数
等
を
記
し
た
有
家
の
識
語
を
持
つ
、
「
内
蔵
頭
経
家
朝
臣
重
代
秘
蔵
本
ー
－

を
書
写
し
た
旨
の
奥
書
が
存
し
て
い
る
。
重
代
秘
蔵
の
語
は
注
目
さ
れ
る
が
、
杉
谷
寿
郎
氏
は
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
刊
、

昭
拍
）
に
お
い
て
、
六
条
家
内
で
転
写
さ
れ
た
、
清
輔
自
筆
本
か
ら
の
一
本
の
伝
来
を
示
す
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（

ω） 
（日）
（口）
（日）14 



（日）

こ
の
祭
文
は
、
山
田
昭
全
氏
が
「
柿
本
人
麿
影
供
の
成
立
と
展
開
｜
｜
仏
教
と
文
学
と
の
接
触
に
視
点
を
置
い
て

l
」
（
『
大
正
大
学
研
究
紀

要
文
学
部
・
仏
教
学
部
』
引
所
収
、
昭
4
・
3
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
家
清
」
は
、
家
長
息
と
判
断
し
た
。
六
条
家
清
な
ら
ば
、
当
時
従
四
位
下
（
公
卿
補
任
）
で
あ
り
、
「
家
清
朝
臣
L

と
あ
る
べ
き

、刀「
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
影
歌
供
合
に
つ
い
て
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
も

C
・
文
学
引
所
収
、
昭

ω
・
3
）

X
 

以
下
の
歌
番
号
は
mu
新
編
国
歌
大
観
』
に
依
る
。

宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
結
番
さ
れ
た
、
『
百
三
十
番
歌
合
』
の
為
家
判
を
不
服
と
し
て
、
知
家
が
後
嵯
峨
院
に
『
蓮
性
陳
状
』
を
奏
上
し
た
こ

と
は
著
名
。

『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
作
者
を
「
従
三
位
間
際
卿
」
（
三

O
五
八
）
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
山
田
清
市
・
小
鹿
野
茂
次
氏
『
伴
鮪
夫
木
和
歌
抄
』
（
風

間
書
房
刊
、
昭
位
）
に
、
行
能
歌
と
し
て
納
め
ら
れ
る
の
に
従
っ
た
。
し
か
し
行
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
時
九
十
歳
の
高
齢
と
な
り
、
そ
の

生
存
確
認
年
を
二
十
年
も
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
後
考
を
侠
ち
た
い
。

真
観
・
後
九
条
基
家
は
同
派
の
中
心
人
物
。
高
定
・
定
円
・
院
帥
は
真
観
の
子
。
中
院
通
氏
息
具
氏
は
、
反
御
子
左
派
の
催
し
と
さ
れ
る
建
長

八
年
ご
二
五
六
）
九
月
十
三
日
『
百
首
歌
合
』
に
参
加
、
興
福
寺
別
当
定
玄
息
尊
海
は
、
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
出
詠
し
て
い
る
。

「
妙
意
申
状
」
に
拠
る
と
、
行
家
は
文
永
十
年
（
一
二
七
一
ニ
）
頃
ま
で
に
は
、
人
麿
影
を
相
伝
し
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
成
実
の
出
家

は
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
で
あ
る
（
公
卿
補
任
）
。

大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
は
、
秋
山
光
和
氏
「
大
嘗
会
悠
紀
主
基
扉
風
」
（
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
刊
、
昭
持
）
・
藤
田

百
合
子
氏
「
大
嘗
会
扉
風
歌
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

L
q国
語
と
国
文
学
』
日
巻
4
号
所
収
、
昭
日
・

4
）
・
八
木
意
知
男
氏
『
大
嘗
会
和
歌
の
世

界
』
（
皇
学
館
大
学
出
版
部
刊
、
昭
“
）
等
を
参
照
戴
き
た
い
。

「
大
嘗
会
和
歌
と
六
条
家
L

（
『
講
座
平
安
文
学
論
究
第
三
輯
』
所
収
、
風
間
書
房
刊
昭
“
）
。
本
稿
の
記
述
は
、
同
論
文
に
依
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
学
恩
を
謝
し
申
し
上
げ
る
。

注（
M
）
所
掲
論
文
に
翻
刻
さ
れ
る
、
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
の
「
大
嘗
会
和
歌
作
者
例
」
等
を
基
に
作
成
し
た
。
ま
た
こ
の
資
料
に
つ
い
て

は
、
注
（
幻
）
所
掲
の
秋
山
・
藤
田
両
氏
の
論
文
に
詳
細
で
あ
る
。
な
お
歌
人
名
右
肩
の
姓
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大
l
大
中
臣
、
善

1
善
滋
、
藤
ー
藤
原
、
江
！
大
江
、
菅
ー
菅
原
。
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（

M
）
 

25 



（お）
（幻）
（お）

「
大
嘗
会
和
歌
と
本
文
」
（
『
皇
学
館
論
叢
』
円
巻
5
号
所
収
、
昭
“
－

m）

注（
M
）
所
掲
論
文
に
翻
刻
が
あ
る
。

東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
旧
蔵
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
『
広
橋
家
旧
蔵
文
書
』
中
に
存
す
る
、
大
嘗
会
和
歌
関
係
文
書
の
一
群
は
、
詠
進
歌

人
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
と
し
て
、
そ
の
実
態
を
示
す
も
の
と
注
目
さ
れ
る
。

禁
忌
が
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
袋
草
紙
』
「
大
嘗
会
歌
次
第
」
に
、
和
歌
に
詠
ず
る
地
名
を
選
ぶ
際
の
注
記
と
し
て
、
「
各
可
レ
避
－
一
禁

忌
こ
と
あ
る
こ
と
や
、
顕
昭
の
『
拾
遺
抄
注
』
賀
部
に
、
近
衛
度
の
悠
紀
方
を
勤
め
た
顕
輔
詠
に
対
し
て
、
九
条
大
相
国
伊
通
が
禁
忌
あ
り
と

難
じ
た
こ
と
が
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

『
井
蛙
抄
』
は
、
こ
れ
に
続
い
て
、
隆
教
の
怯
き
を
聞
い
た
為
藤
が
、
「
中
納
言
入
道
記
録
L

（
明
月
記
鰍
）
の
、
貞
応
度
知
家
吹
挙
の
記
事
等
に

架
を
差
し
て
、
隆
教
に
送
っ
た
こ
と
、
大
嘗
会
当
日
に
部
曲
役
の
有
時
が
陣
中
に
お
い
て
横
死
し
た
こ
と
等
を
伝
え
て
い
る
。
綾
小
路
有
時
の

暗
殺
を
命
じ
た
の
が
、
こ
の
役
を
争
っ
た
紙
屋
河
顕
香
で
あ
っ
た
こ
と
（
増
鏡
等
）
は
、
同
族
の
隆
教
の
詠
と
の
関
連
性
を
人
々
に
印
象
付
け
た

の
で
あ
ろ
う
。

同
族
的
結
合
と
善
勝
寺
長
者
制
に
関
し
て
は
、
注
（
8
）
所
掲
書
を
参
照
戴
き
た
い
。

谷
山
茂
氏
は
、
注
（
日
）
所
掲
書
に
お
い
て

第
一
期
六
条
家
歌
学
樹
立
期
！
顕
季
・
顕
輔

第
二
期
六
条
家
歌
学
の
大
成
期
な
い
し
守
成
期
J
i
－
－
清
輔
・
章
一
家
・
季
経
・
顕
昭
・
経
家
・
顕
家
・
有
家
・
保
季

第
三
期
六
条
家
歌
学
の
残
照
期
知
家
・
行
家
等

と
、
歌
学
に
焦
点
を
置
い
た
分
類
を
さ
れ
て
い
る
。
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29 （却）
（引）

持
本
稿
所
引
の
資
料
の
底
本
は
以
下
の
と
お
り
。

玉
菜
・
思
文
閣
刊
本
。
公
衡
公
記
・
史
料
築
集
。
勘
仲
記
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
自
筆
本
。
尊
卑
分
派
・
吾
妻
鏡
・
噺
師
国
史
大
系
。
系
図

纂
要
：
・
名
著
出
版
刊
本
。
二
十
一
代
集
才
子
伝
・
：
有
精
堂
刊
八
代
集
全
註
。
明
月
記
・
：
国
書
刊
行
会
刊
本
。
平
戸
記
：
・
増
補
史
料
大
成
。
立
車

記
・
：
続
群
書
類
従
。
十
訓
抄
：
・
岩
波
文
庫
。
古
今
著
聞
集
：
・
古
典
大
系
。
実
隆
公
記
・
：
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
。
玉
葉
：
・
名
著
刊
行
会
刊
本

皇
代
暦
・
：
内
閣
文
庫
蔵
（
一
四
一

1
六
）
本
。
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
影
供
歌
合
・
続
古
今
集
・
夫
木
抄
・
：
新
一
柄
国
歌
大
観
。
竹
風
和
歌
抄
・
：
私
家



集
大
成
。
東
野
州
問
書
・
井
蛙
抄
・
八
雲
御
抄
（
御
稿
本
）
：
・
歌
学
大
系
。
袋
草
紙
・
袋
草
紙
考
証
。
思
管
記
・
：
増
補
続
史
料
大
成
。
看
間
御
記
：

続
群
書
類
従
。
定
能
卿
記
・
光
明
寺
残
篇
：
・
歴
代
残
閥
日
記
。
経
俊
卿
記
：
・
図
書
寮
叢
刊
。
葉
黄
記
・
：
内
閣
文
直
薄
（
一
六
二

l
四
九
）
本
。
以

上
、
順
不
同
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
和
歌
文
学
会
十
二
月
例
会
（
於
慶
臆
義
塾
大
学
）
に
お
け
る
、
口
頭
発
表
の
一
部
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
会
場
で
貴
重
な
御
教
一
不
を
賜
っ
た
、
井
上
宗
雄
・
久
保
田
淳
・
山
田
昭
全
氏
、
ま
た
、
日
頃
よ
り
御
指
導
戴
い
て
い
る
諸
先
生
・
諸
先
輩
方

に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

- 23 -


